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１．はじめに 

１−１．計画策定の目的 

（１）地域公共交通計画の概要 
地域公共交通計画は、地域の移動手段を確保するため、地方公共団体が中心となり、交通事業

者等や住民などの関係者と協議しながら作成する計画であり、「地域にとって望ましい地域旅客運

送サービスの姿」を明らかにする「マスタープラン」の役割を果たすものである。計画の策定に

当たっては、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（以下、「活性化法」）に基づく協議会」

を開催しつつ、関係者等との個別協議を重ねて作成することとした。 

地域公共交通計画においては、既存公共交通を最大限活用した上で、必要に応じて福祉輸送等

の送迎サービス、物流サービスなど、地域の多様な輸送資源を活用する取組を盛り込み、持続可

能な地域旅客運送サービスの提供を確保する。また、最新技術を活用して生産性を向上しつつ、

外国人旅行者も含めた幅広い利用者が使いやすいサービスが提供されることが必要である。 

 

 
資料）地域公共交通計画等の作成と運用の手引き（国土交通省） 

図 地域旅客運送サービスのイメージ 

 
（２）計画策定の背景及び目的 

あきる野・檜原地域においては、西東京バスが行政をまたがる「数馬線」「藤倉線」の２系統を

運行しているが、当系統沿線では、人口減少・高齢化の進行により需要が減少し、公共交通の維

持が重要な課題となっている。そのため、現在は市村の補助金の他、東京都が「地域間幹線系統

確保維持計画」を策定し、国と都も補助金を支出することで、運行支援を実施している。（地域間

幹線系統確保維持費国庫補助金） 

このような中、国は、活性化法の改正に合わせ、地域公共交通計画の作成及び計画における補

助系統等の位置付けを補助要件化した。（計画制度と補助制度の連動化） 

そのため、当系統沿線地域を対象に、東京都、関係自治体、事業者等と連携し、地域公共交通

計画を策定するものである。 
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１−２．計画区域 

本計画の対象区域は、以下に示す範囲とする。 

 

○ あきる野市の五日市地域及び小宮・戸倉地域 

（あきる野市都市計画マスタープランを基に設定） 
○ 檜原村全域 

 

 

図 計画区域 

 

１−３．計画期間 

令和６年度（2024 年度）から令和 10 年度（2028 年度）までの５年間を計画期間とする。 
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１−４．上位計画・関連計画 

計画策定にあたり、踏まえるべき上位計画、考慮・整合を図るべき関連計画における公共交通

の位置づけや施策について整理した。 

 

（１）総合計画等 
東京都、あきる野市、檜原村における総合計画等における公共交通に関する方針等について、

以下に示す通りまとめた。 

○ 利用しやすい公共交通（ダイヤ、所要時間、情報提供、交通結節点整備等） 

○ 交通不便地域や高齢者等の移動困難者の移動支援 

○ バス路線の維持・確保、利用増のための取組み 

 
表 整理対象とした総合計画等とその概要 

※計画名欄( )内上段は策定年次、下段は計画期間 

策定主体 計画名 記載内容（要約） 

東京都 

「未来の東京」戦略 
version up 2022 
 
(2022.2 策定) 
(2040 年代) 

・区市町村等の取組促進策の充実（地域公共交通計画策定の促進、
地域ニーズに応じた移動手段の導入促進） 

・都と区市町村の連携による取組（広域連携、デマンド交通、地域
の輸送資源活用、企業との連携） 

新しい 多摩 の振 興
プラン 
 
(2021.9 策定) 
(2021-2023 年度) 

・地域公共交通の基本方針を策定し、市区町村等を財政的・技術的
に支援 

・デマンド交通等導入の支援、自動運転技術・MaaS 等の支援策の
創設等の検討 

東京都 過疎 地域 持
続的発展計画 
(2021.12 策定) 
(2021-2025 年度) 

・定期バスの時間短縮、走行性・安全性向上のための検討、改良 
・地域の実情に最適な交通手段を確保・維持するため、国の補助制

度に沿った生活交通路線の支援 

あきる野
市 

第２次 あき る野 市
総合計画 
 
(2022.3 策定) 
(2022-2031 年度) 

・公共交通の利便性向上や輸送力強化に向け、公共交通事業者への
働きかけ 

・交通手段をもたない市民などを対象とした移動手段の確保 
・駅周辺整備や公共交通機関の利便性向上、地域に適した公共交通

の整備等 

檜原村 

檜原村第 5 次総合計
画（後期） 
(2019.3 策定) 
(2019-2023 年度) 

・利用者ニーズに合わせた運行形態の検討、バス利用の PR 
・地域現状に応じた生活交通支援の検討（デマンドバス、乗合タク

シー）、福祉モノレール改修など交通不便地域の移動手段確保 
第 2 期人口ビジョン 
総合戦略 
(2021.3 策定) 
(2020-2024 年度) 

・デマンドバス利用促進、路線バス利便性向上、利用者の要望等に
合わせた運行形態検討、バス利用 PR、交通不便地域や外出困難
な高齢者の移動手段確保 

檜原村 過疎 地域 持
続発展計画 
 
(2021.3 策定) 
(2021-2025 年度) 

・バス路線の維持・確保 
・路線バス停留所と交通空白(不便)地域を結ぶデマンドバスやまび

この導入、完全デマンド方式の運行について、他地域への展開と
路線バスとのネットワーク化より村内全体の公共交通体系を改善 
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（２）都市計画・まちづくり 
東京都、あきる野市における都市計画・まちづくりに関する計画における公共交通に関する方

針等について、以下に示す通りまとめた。 

○ 多様な交通モードと先端技術との組合せによる、誰もが移動しやすい交通環境の充実 

○ 生活中心地や拠点集落への居住推進等 

○ 公共交通の利便性向上 

 
表 整理対象とした都市計画・まちづくりに関する計画とその概要 

 ※計画名欄( )内上段は策定年次、下段は計画期間 

策定主体 計画名 記載内容（要約） 

東京都 

都市づくりのグラ
ンドデザイン 
(2019.9 策定) 
(2040 年代) 

・多様な交通モードと最先端技術を組み合わせ、誰もが移動しや
すい交通環境を充実 

都市計画区域の整
備、開発及び保全の
方針 
 
(2021.3 策定) 
(2040 年代) 

・生活の中心地周辺や拠点的集落への居住の推進、土砂災害等の
おそれのある区域での移転誘導等、日常生活の足が確保され、
安心して暮らし続けることができる地域を形成 

・多様な交通モードと先端技術、MaaS 等の交通サービスを組み
合わせ、誰もが移動しやすい交通環境の充実 

集約型の地域構造
への再編に向けた
指針 
 
(2022.3 策定) 
(2040 年) 

・多様な交通モードと最先端技術を組み合わせ、誰もが移動しや
すい交通環境を充実 

・公共交通の確保等の施策に係る地域公共交通計画の策定につい
て検討 

・集約型地域構造への再編と地域公共交通政策との連携を目指
し、地域公共交通計画や立地適正化計画の策定の促進策を検討 

・将来的な人口動態を踏まえつつ、集約型地域構造への再編と地
域公共交通政策との連携 

あきる野
市 

あきる野市都市計
画マスタープラン 
 
(2023 策定) 
(2023-2043 年) 

・鉄道の利便性、利用環境の向上（駅周辺整備、五日市線のサー
ビス改善、複線化促進） 

・鉄道やバス路線から遠い地域のニーズに対応するため、新たな
交通手段の検討（地域との連携による地域公共交通、デマンド
交通、福祉分野と連携等） 

・山間部の移動手段確保、ドライバー不足解消、環境負荷低減等
のため、革新的技術の動向を踏まえた実証実験の実施等の検討 
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（３）公共交通 
東京都、あきる野市における公共交通に関する計画・方針等について、以下に示す通りまとめ

た。 

○ 幹線系統の維持・確保に向けた課題解決、ラストワンマイルの移動手段の充実 

○ 地域の実情や利用者の立場に応じた利用しやすい公共交通 

○ 路線維持に向けた利用者側（住民）の協力 

 

表 整理対象とした公共交通に関する計画等とその概要 

 ※計画名欄( )内上段は策定等の年次、下段は計画期間 

策定主体 計画名 記載内容（要約） 

東京都 

東京における地域公
共交通の基本方針 
 
(2022.3 策定) 
(2040 年代) 
 

・広域的なネットワークは都と区市町村が連携し、関係者と議論
しながら地域にとって望ましい姿を共有し取組を進める。 

・幹線系統の確保・維持に向け、都が主体となって関係者と共に
課題解決を図り、国や区市町村等と連携して支援する。 

・確保・維持に課題を抱える幹線系統は、区市町村と調整の上、
地域公共計画策定について検討を進める。 

・都として、政策的に確保・維持すべき幹線系統の検討を行う。 
【地域公共交通の確保・維持・改善・充実の取組を進める視点】 
・地域間ネットワークに必要な幹線系統の確保・維持 
・将来にわたり必要な幹線系統・生活交通の選定と維持 
・ラストワンマイルの移動手段の充実 等 

東京における地域公
共交通の基本方針、及
び未来の公共交通こ
どもアンケート 
(2022.1 実施) 
(2040 年代) 

・大人になったときの公共交通の姿（小学生）として、新技術や
ユニバーサルデザインの導入への関心が高い。 

・公共交通を利用するようになる取組（中学生・高校生）とし
て、料金や公共交通の利便性に対する指摘が多く挙げられた。 

あきる野
市 

あきる野市公共交通
のあり方に関する提
言書 
（あきる野市公共交
通のあり方検討報告
書に収録） 
 
(2017.3 提言) 
(−) 

【新たな公共交通ネットワークのあり方】 
・地域の実情や利用者の立場に応じた利用しやすい公共交通機関

の導入 
・産業活動や観光等、市外からの移動需要を考慮したネットワー

クの構築 
・住民の公共交通運営への関与など、地域と一体となった取組 
・まちづくりと一体となった施策等、他の分野と連携した対策 
【想定される検討・対策例】 
・道路幅員や需要に応じた様々な交通手段の複合的な組み合わせ 
・交通結節点の整備による需要の集約化 
・利用者側である市民においても路線維持に向けた取組への協力

が必要 
あきる野市の公共交
通に関する市民アン
ケート調査結果 
 
(2022.3 実施) 
(−) 

・免許返納後不自由が多いのでデマンド型は使いやすい。 
・バス電車にしろ本数がちょっと少ない。 
・観光客による交通渋滞が市民生活を不便にし、観光客のリピータ

ーも減らしている。車で行くという認識を変えて欲しい。 
・運転がもう少しやさしさがあっても良い。  
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（４）観光振興 
東京都、檜原村における観光振興に関する計画における公共交通に関する方針等について、以

下に示す通りまとめた。 

○ 交通インフラの充実 

 

表 整理対象とした観光振興に関する計画とその概要 

※計画名欄( )内上段は策定年次、下段は計画期間 

策定主体 計画名 記載内容（要約） 

東京都 
PRIME 観光都市・東京 
(2022.2 策定) 
(2022-2023 年度) 

・交通インフラなどの基盤整備の充実（シェアサイクルな
どの実証実験と導入の取組、PR ツールの作成の支援） 

檜原村 
払沢の滝周辺整備改定計画 
(2019.3 策定) 
(−) 

・払沢の滝来訪者アンケートでは、公共交通利用は
13.8％。 

 

 

（５）福祉 
あきる野市、檜原村における福祉に関する計画における公共交通に関する方針等について、以

下に示す通りまとめた。 

○ 障がい者等の移動支援（割引、デマンド交通、福祉有償運送への支援等） 

○ 誰もが利用しやすい交通機関の整備推進、ユニバーサルデザインに配慮したまちづくり 

○ 子育てを支援する環境整備（公共交通のバリアフリー化） 
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表 整理対象とした福祉に関する計画とその概要 

※計画名欄( )内上段は策定年次、下段は計画期間 

策定主体 計画名 記載内容（要約） 

あきる野
市 

あきる野市地域保健
福祉計画 
 
(2020.3 策定) 
(2020-2024 年度) 

・外出しやすいまちづくり、交通手段の確保など、誰もが安心
して外出できるまちづくりに向けた取組が必要 

第 8 期あきる野市高
齢者保健福祉計画・介
護保険事業計画 
 
(2021.3 策定) 
(2021-2023 年度) 

・地域における福祉有償運送の必要性や安全の確保、旅客の利
便に係る方策を協議するなど、福祉有償運送事業者へ支援 

あきる野市障がい者
福祉計画 
 
(2021.3 策定) 
(2021-2023 年度) 

・障がい者等が安全・安心に生活できる地域環境の形成に向
け、利用しやすい交通機関の整備等を推進 

檜原村 

檜原村地域福祉計画 
【第 4 期】 
 
(2020.3 策定) 
(2020-2024 年度) 

・デマンドバスや乗り合いによる外出支援の実施、福祉モノレ
ールの改修・維持管理など交通不便地域の移動手段の確保 

・交通機関割引等事業（障害者等へ交通機関の割引等を周知） 
・移動支援事業（外出・余暇活動等の外出時の移動支援） 

第 8 期檜原村高齢者
保健福祉計画・介護保
険事業計画 
 
(2021.3 策定) 
(2021-2023 年度) 

・移送サービス事業（やすらぎの里の利用後、郵便局、農協等
へ行きたい方に対し役場まで送迎するサービス） 

・外出支援事業（福祉モノレールの改修・維持管理、路線バス
やデマンドバスの運行のない地域での移動手段の確保） 

檜原村障害者計画 第
６期檜原村障害福祉
計画・第２期檜原村障
害児福祉計画 
 
(2021.3 策定) 
(2021-2023 年度) 

・交通機関の割引等事業（障害者などに対し交通機関の割引等
を周知） 
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（６）環境 
あきる野市、檜原村における環境に関する計画における公共交通に関する方針等について、以

下に示す通りまとめた。 

○ 地球環境改善のため、公共交通利便性向上による公共交通利用転換、環境対応車両導入等 

 

表 整理対象とした環境に関する計画とその概要 

※計画名欄( )内上段は策定年次、下段は計画期間 

策定主体 計画名 記載内容（要約） 

あきる野
市 

第二次あきる野市環境基本計画 
改訂版 
 
(2022.6 策定) 
(−) 

・移動手段の転換による二酸化炭素排出量の削減効
果を周知し、公共交通機関等の積極的利用を促進 

・公共交通機関の利便性向上について、交通事業者
との連携を継続 

檜原村 
第２次檜原村地球温暖化対策実
行計画 
(2015.4 策定) 
(−) 

・公共交通機関の利用促進 

 

 

（７）防災 
檜原村における防災に関する計画における公共交通に関する方針等について、以下に示す通り

まとめた。 

○ 災害時の地域公共交通の確保 

 

表 整理対象とした防災に関する計画とその概要 

※計画名欄( )内上段は策定年次、下段は計画期間 

策定主体 計画名 記載内容（要約） 

檜原村 

檜原村国土強靭化
地域計画 
 
(2022.3 策定) 
(2022-2026 年度) 

・路線バス等地域公共交通の確保 
・都道が途絶した場合の交通手段確保の具体的な体制確保の検討 
・災害時の公共交通確保や緊急時の体制について運行事業者と協

議。体制が不能となった場合を想定した災害復旧の検討 
 

  



 

9 
 

２．地域の現状 

２−１．地勢・地理、社会経済状況 

（１）地勢・地理 
対象地域は山間部が多くを占め、更にその大半が秩父多摩甲斐国立公園に指定されており、東

京、首都圏の貴重な憩いの場として、多くの観光客を迎え観光産業が展開している。一方、土砂

災害警戒区域等が多く指定されており、大雨や地震などによる人家への影響や道路通行に支障を

与える可能性がある。 

 
図 対象区域の地形条件 

 
 図 対象区域における自然災害の危険度 

【凡例】
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■ 土砂災害特別警戒区域（予定含む） 

■ 土砂災害警戒区域（予定含む） 
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（２）人口 
対象区域ではエリアによって度合いは異なるが、人口減少・高齢化が進行している。今後も人

口減少・高齢化が予想される。 

 

 

 

資料）国勢調査 

図 人口の推移 

 

  
資料）国勢調査 

図 年齢３区分別人口構成の推移 
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【あきる野市】             【檜原村】 

  
注）2020 年の(赤字)は実績値 

資料）『日本の地域別将来推計人口(平成 30(2018)年推計）』（国立社会保障・人口問題研究所） 

図 人口推計 
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（３）主要施設 
１）公共・公益施設 

概ね、幹線道路（バス路線）沿いに公共公益施設が点在し、住民の日常的な利用が見込まれ

る施設は武蔵五日市駅周辺や檜原村役場周辺に多くみられる。 

 

 

 

対象施設：「国・都県機関」「市町村役場・公的集会施設」「公共施設」「文化施設」 

資料）国土数値情報 

図 公共公益施設の立地状況  

市町役場・公的集会施設（NO.1～NO.13） 公共施設（NO.14～NO.43） 文化施設（NO.44～NO.45）
NO. 施設名 NO. 施設名 NO. 施設名

1 五日市出張所 14 あきる野市五日市郷土館 44 小和田グラウンド

2 檜原村役場 15 あきる野市五日市図書館 45 総合運動場
3 五日市地域交流センター 16 檜原村立図書館
4 五日市会館 17 五日市警察署
5 小宮会館 18 五日市警察署五日市駅前交番
6 戸倉会館 19 五日市警察署戸倉駐在所
7 檜原村地域交流センター集会室 20 五日市警察署小宮駐在所
8 南郷コミュニティセンター 21 五日市警察署留原駐在所
9 人里コミュニティセンター 22 五日市警察署小沢駐在所

10 小沢コミュニティセンター 23 五日市警察署上元郷駐在所
11 樋里コミュニティセンター 24 五日市警察署南郷駐在所
12 藤倉ドーム、生活改善センター 25 秋川消防署檜原出張所
13 福祉センター 26 都立五日市高等学校

27 檜原郵便局
28 乙津郵便局
29 五日市仲町郵便局
30 武蔵五日市駅前郵便局
31 社会福祉法人たま紫水会　紫水園
32 社会福祉法人たま紫水会　第二紫水園
33 社会福祉法人清明会　五日市ホーム
34 社会福祉法人緑愛会　あたご苑
35 社会福祉法人仁愛会　檜原サナホーム
36 社会福祉法人緑水会　檜原苑
37 檜原村ふれあいセンター
38 檜原村在宅介護支援センター
39 檜原村地域在宅介護支援センター
40 檜原村福祉センター
41 五日市児童館
42 檜原村児童館
43 就労センターひのきのその

鉄道

行政界

市町役場・
公的集会施設

公共施設

文化施設

河川・湖

【凡例】
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２）教育・保育施設 
対象地域内の小・中学校及び保育園は、少子化による統廃合を経て、現在では主に武蔵五

日市駅周辺や檜原村役場周辺などに集約されている。 

 
資料）国土数値情報 

図 教育・保育施設の立地状況 

 
３）医療施設・福祉施設 

地域の主要な医療施設（やすらぎの里檜原診療所）は、村の中心部から少し離れて立地し

ているが、路線バスアクセスが確保されている。 

 

資料）国土数値情報 

図 医療施設・福祉施設の立地状況  

【凡例】

診療所

歯科診療所

福祉施設

河川・湖

行政界

鉄道

区分 NO. 施設名

1 ひのはら保育園

2 光明第六保育園
3 五日市わかば保育園
4 五日市保育園
5 すぎの子保育園
6 市立五日市小学校
7 村立檜原小学校
8 市立五日市中学校
9 村立檜原中学校

高校 10 都立五日市高校

保育所等

小学校

中学校

【凡例】

保育所等

小学校

中学校

河川・湖

行政界

鉄道

高等学校

区分 NO. 施設名

1 あきるの杜きずなクリニック

2 医療法人社団賢秀会　小机クリニック
3 医療法人社団鈴木内科
4 紫水園診療所
5 清水耳鼻咽喉科クリニック
6 第二紫水園　診療所
7 特別養護老人ホーム　桧原苑　施設内診療所
8 特別養護老人ホームあたご苑診療所
9 特別養護老人ホーム桧原サナホーム医務室

10 野口眼科医院

11
檜原村国民健康保険檜原診療所
(やすらぎの里檜原診療所)

12 高取歯科医院
13 瀬沼歯科医院
14 内山歯科医院
15 檜原村ふれあいセンター
16 あたご苑ケアハウス
17 あきる野ケアハウス
18 五日市児童館
19 檜原村児童館

診療所

歯科診療所

福祉施設
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（４）交通流動 
対象地域における日常の移動では、市村内のほか市村外への移動が多い。 

対象地域では、自動車が主要な移動手段となっており、公共交通の分担率は低い。運転免許返

納者のタクシー利用もみられる。 

 

 
資料）平成 30 年東京都市圏パーソントリップ調査 

図 対象区域を取り巻く交通流動 

 

【通勤目的】                【私事目的】 

 
資料）平成 30 年東京都市圏パーソントリップ調査 

図 移動目的別・交通手段構成 
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（５）観光 
観光入込客は、８月がピークで、５月、11 月も比較的多いが、冬季では少なく季節変動が大き

い。 

対象地域では、豊かな自然に囲まれた地域特性を活かし、様々な観光スポット・施設がみられ

る。 

 

資料）「西多摩地域観光入込客調査報告書」（H25.3）、「平成 29 年度西多摩地域入込観光客数調査報告書」

（H30.3）（西多摩地域広域行政圏協議会） 

図 観光入込客数 

 

 

資料）「秋川渓谷総合マップ」「檜原村ガイドマップ」に記載された主要な観光スポット・施設を類型化して表示 

図 主な観光スポット・施設 
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【凡例】

温泉

建築

寺社仏閣

博物館等

景観

公園

直売・産直

自然

体験・学習

滞在

登山

アウトドア

河川・湖

行政界

鉄道

区分 NO. 観光資源名

アウトドア 1 秋川国際マス釣場

2 秋川渓谷瀬音の湯
3 数馬の湯
4 小和田橋
5 石舟橋

建築 6 小林家住宅
7 都立小峰公園
8 秋川橋河川公園
9 乙津花の里

10 阿伎留神社
11 広徳寺
12 光厳寺
13 徳雲院
14 岩瀬峡
15 城山
16 大岳鍾乳洞
17 払沢の滝
18 神戸岩
19 あきる野ふるさと工房
20 ふるさとの森

21 教育の森

22 檜原都民の森
滞在 23 戸倉しろやまテラス

24 ひのはらファクトリー
25 やまぶき屋
26 五日市郷土館
27 郷土資料館
28 檜原森のおもちゃ美術館

温泉

景観

公園

寺社仏閣

自然

体験・学習

直売・産直

博物館等



 

16 
 

２−２．地域旅客運送サービスの現状 

計画を策定する上で前提となる対象区域における公共交通の現状について既往資料を基に把握

した。 

 

（１）公共交通網及び各種輸送サービスの取組み 
○鉄道 

対象地域には、JR 五日市線が乗り入れている。 
○バス 

対象地域のバス路線は、武蔵五日市駅を起点に設定されており、このうち「五 10・五 18 系
統」の２系統は市村を跨ぐ地域間幹線として基幹的な公共交通軸を形成し、住民の通勤・通
学・通院等や観光の移動手段として重要な社会基盤となっている。 

バス路線は、概ね、鉄道との乗継ぎを考慮した運行ダイヤの設定がなされている。 
 

表 鉄道とバスとの乗り継ぎ時時間 

 
資料）各社時刻表を基に作成 

○デマンド交通 
檜原村ではデマンドバスやまびこが運行され、路線バスに接続し交通空白地域の移動ニー

ズに対応している。 

 
注）やまびこ（藤倉線）は、今後、見直しを予定している。  資料）檜原村 HP「デマンドバスやまびこ」 

図 デマンド交通やまびこ号の運行エリア 

単位：分

平日 土日祝 平日 土日祝

平均 6.2 9.3 13.0 12.0

最長 25 26 32 29

最短 3 3 3 3

五日市線→バス バス→五日市線

武蔵五日市駅
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○その他の移動サービス 
あきる野市では、交通空白地域の一部（盆堀地区）において、市と地域住民の協働による地

域交通を運行し、交通手段の確保を行っている。 
また、各市村におけるその他の移動サービスとして、高齢者等の福祉輸送や観光輸送が実施

されている。 
 
○貨客混載 

檜原村では、路線バスと物流事業者が連携した「貨客混載」の取組みが始まっている。 
 

 

図 現在のあきる野・檜原地域の公共交通網 
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（２）公共交通の需要・利用特性 
１）鉄道利用状況 
鉄道の利用者数は、沿線人口の減少を背景に、徐々に減少しつつある。 

 

 

資料）JR 東日本 HP「路線別ご利用状況」 

図 JR 五日市線の利用者数（平均通過人員）の推移 

 

２）バス利用状況 
①路線バス利用者数の推移 
路線バス利用者数は 2018 年まで横ばいだったが、2019 年に減少、2020 年にはコロナ禍の

影響でさらに減少した。なお、五 10 数馬線、五 18 藤倉線ではコロナ前の水準に戻りつつあ

る。 

 

 
資料）西東京バス資料 

図 路線バス利用者数の推移 
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②月別・路線バス利用者数 
武蔵五日市駅関連系統の利用者数を月別でみると、５月、８月、11月の利用が多く、冬季

の利用が少ない。 

 

 

注）五 10 は五里 10 と五滝 10 を含み、五 18 は五里 18 を含む。 

注）2019 年 10 月に令和元年東日本台風の影響があったことに留意が必要 

資料）西東京バス資料 

図 月別・路線バス利用者数【2019 年】 

 

 

注）五 10 は五里 10 と五滝 10 を含み、五 18 は五里 18 を含む。 

資料）西東京バス資料 

図 月別・路線バス利用者数【2022 年】 
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③時間帯別・路線バス利用者数【平日】 
平日の下りは武蔵五日市駅発７時台、上りは各始発バス停発７時台の利用が多い。 

 

 

 

 

 

 
注）各時間帯の利用者数は、下りは武蔵五日市駅発、上りは各系統の始発バス停発の実際の出発時刻を基に集計 

注）2019 年 10 月に令和元年東日本台風の影響があったことに留意が必要 

資料）西東京バス資料 

図 月別・路線バス利用者数【平日】 
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④時間帯別・路線バス利用者数【土日祝】 
土日祝日の下りは武蔵五日市駅発７～10 時台、上りは各始発バス停発 14～16 時台の利用が

多い。 

 

 
 

 

 
注）各時間帯の利用者数は、下りは武蔵五日市駅発、上りは各系統の始発バス停発の実際の出発時刻を基に集計 

注）2019 年 10 月に令和元年東日本台風の影響があったことに留意が必要 

資料）西東京バス資料 

図 月別・路線バス利用者数【土日祝】 
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⑤バス停別乗降者数【平日】 
起終点である武蔵五日市駅の利用が多く、そのほか、五日市近傍の市街地部、払沢の滝入

口(檜原小・中学校の最寄り)などの利用が多い。 

 

 

 

 

 

 

注）2019 年 10 月に令和元年東日本台風の影響があったことに留意が必要 

資料）西東京バス資料 

図 バス停別乗降者数【平日】 

2019 年 2 月平日 

2019 年 10 月平日 

2022 年 2 月平日 

2022 年 10 月平日 
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⑥バス停別乗降者数【土日祝】 
起終点である武蔵五日市駅の利用が多く、主要な観光スポットの最寄りとなる払沢の滝入

口や数馬などの利用が多い。 

 

  

  
 

  

  
注）2019 年 10 月に令和元年東日本台風の影響があったことに留意が必要 

資料）西東京バス資料 

図 バス停別乗降者数【土日祝】 

2019 年 2 月土日祝 

2019 年 10 月土日祝 

2022 年 2 月土日祝 

2022 年 10 月土日祝 
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⑦バス停間利用者数（武蔵五日市駅発着のＯＤ）【平日】 
武蔵五日市駅発着の相手先は、五日市高校、檜原村中心部などが多い。 

 

 

 

 

 

 

注）2019 年 10 月に令和元年東日本台風の影響があったことに留意が必要 

資料）西東京バス資料 

図 武蔵五日市駅発着のＯＤ【平日】 

2019 年 2 月平日 

2019 年 10 月平日 

2022 年 2 月平日 

2022 年 10 月平日 
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⑧バス停間利用者数（武蔵五日市駅発着のＯＤ）【土日祝】 
武蔵五日市駅発着の相手先は、檜原村中心部、数馬などが多い。 

 

 

 

 

 

 
注）2019 年 10 月に令和元年東日本台風の影響があったことに留意が必要 

資料）西東京バス資料 

図 武蔵五日市駅発着のＯＤ【土日祝】 

  

2019 年 2 月土日祝 

2019 年 10 月土日祝 

2022 年 2 月土日祝 

2022 年 10 月土日祝 
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⑨バス停間利用者数（駅発着以外のＯＤ）【平日】 
檜原村中心部を発着する村内のバス停間相互（元郷・山王前～払沢の滝入口  間など）、ま

た、五日市駅近傍の市街地部を発着する利用が多い。 

 

 

 
 

 

 
注）2019 年 10 月に令和元年東日本台風の影響があったことに留意が必要 

資料）西東京バス資料 

図 駅発着以外のＯＤ【平日】 

2019 年 2 月平日 

2019 年 10 月平日 

2022 年 2 月平日 

2022 年 10 月平日 
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⑩バス停間利用者数（駅発着以外のＯＤ）【土日祝】 
檜原村中心部を発着する村内のバス停間相互の利用が多い。 

 

 

 

 

 

 
注）2019 年 10 月に令和元年東日本台風の影響があったことに留意が必要 

資料）西東京バス資料 

図 駅発着以外のＯＤ【土日祝】 

2019 年 2 月土日祝 

2019 年 10 月土日祝 

2022 年 2 月土日祝 

2022 年 10 月土日祝 
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⑪バス停間断面通過人員 【五 10 数馬線・2019 年】 
平日では五日市高校付近の通過人員の多さが顕著である。檜原村方面にかけては徐々に減

少し、十里木、本宿役場前などでやや大きく減少する。土日祝では上川乗(生藤山登山口)で

の減少がやや大きい。 

 

 

 

 

 
注）2019 年 10 月に令和元年東日本台風の影響があったことに留意が必要 

資料）西東京バス資料 

図 バス停間断面通過人員 【五 10 数馬線】 
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２０１９年２月 五１０数馬線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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２０１９年１０月 五１０数馬線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）

197199199200195193191188184181180

167165161159157155153150151

139140140137
128127126126122122120

99 99
89 87 87

81 80 79 79

66 66

42
34

0

25

50

75

100

125

150

175

200

武
蔵
五
日
市
駅

東
町

五
日
市

上
町

五
日
市
高
校

東
小
中
野

西
小
中
野

沢
戸
橋

戸
倉

西
戸
倉

坂
下

十
里
木

追
分

荷
田
子

コ
テ
ー
ジ
森
林
村

畔
荷
田

和
田
向

鬼
切

元
郷

山
王
前

本
宿
役
場
前

吉
祥
滝

馬
場

笹
野

笹
平

宮
の
沢

柏
木
野

出
畑

南
郷

京
岳

下
川
乗

上
川
乗

下
和
田

人
里

西
川
橋

戸
貫
久
保

笛
吹
入
口

森
沢
橋

手
打
前

数
馬
下

浅
間
尾
根
登
山
口

下
平

温
泉
セ
ン
タ
ー

仲
の
平

数
馬

２０１９年２月 五１０数馬線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）
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⑫バス停間断面通過人員 【五 10 数馬線・2022 年】 
平日では五日市高校付近の通過人員の多さが顕著である。檜原村方面にかけては徐々に減

少する。土日祝では十里木、上川乗(生藤山登山口)での減少がやや大きい。 

２月は 2019 年に比べ利用者が少なく、コロナ禍の影響が伺える。一方、10月の土日祝では

2019 年よりも利用者が多く、外出自粛への反動が伺える。 

 

 

 

 
資料）西東京バス資料 

図 バス停間断面通過人員 【五 10 数馬線】 
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２０２２年２月 五１０数馬線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）

143144
152150

130126
114111105

97 96
82 81 78 77 73 73 73 71 71

65 64 61 59 57 56 55 55 53 53 52
46 46 43 39 39 33 33 33 32 28 28

21 20

0

50

100

150

200

250

武
蔵
五
日
市
駅

東
町

五
日
市

上
町

五
日
市
高
校

東
小
中
野

西
小
中
野

沢
戸
橋

戸
倉

西
戸
倉

坂
下

十
里
木

追
分

荷
田
子

コ
テ
ー
ジ
森
林
村

畔
荷
田

和
田
向

鬼
切

元
郷

山
王
前

本
宿
役
場
前

吉
祥
滝

馬
場

笹
野

笹
平

宮
の
沢

柏
木
野

出
畑

南
郷

京
岳

下
川
乗

上
川
乗

下
和
田

人
里

西
川
橋

戸
貫
久
保

笛
吹
入
口

森
沢
橋

手
打
前

数
馬
下

浅
間
尾
根
登
山
口

下
平

温
泉
セ
ン
タ
ー

仲
の
平

数
馬

２０２２年１０月 五１０数馬線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）

151152152152146145140139137135135

115115112110109106105102101 94 95 92 92 89 88 86 86 84 84 82
69 69 65 64 64 62 61 61 61

47 47

26 21

0

50

100

150

200

250

300

350

武
蔵
五
日
市
駅

東
町

五
日
市

上
町

五
日
市
高
校

東
小
中
野

西
小
中
野

沢
戸
橋

戸
倉

西
戸
倉

坂
下

十
里
木

追
分

荷
田
子

コ
テ
ー
ジ
森
林
村

畔
荷
田

和
田
向

鬼
切

元
郷

山
王
前

本
宿
役
場
前

吉
祥
滝

馬
場

笹
野

笹
平

宮
の
沢

柏
木
野

出
畑

南
郷

京
岳

下
川
乗

上
川
乗

下
和
田

人
里

西
川
橋

戸
貫
久
保

笛
吹
入
口

森
沢
橋

手
打
前

数
馬
下

浅
間
尾
根
登
山
口

下
平

温
泉
セ
ン
タ
ー

仲
の
平

数
馬

２０２２年２月 五１０数馬線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）

326329330333326324
315314308304303

248246239
232229227224219218

207207204205199199198198194193192

168167162156156149149148148
134133

98 93

0

50

100

150

200

250

300

350

武
蔵
五
日
市
駅

東
町

五
日
市

上
町

五
日
市
高
校

東
小
中
野

西
小
中
野

沢
戸
橋

戸
倉

西
戸
倉

坂
下

十
里
木

追
分

荷
田
子

コ
テ
ー
ジ
森
林
村

畔
荷
田

和
田
向

鬼
切

元
郷

山
王
前

本
宿
役
場
前

吉
祥
滝

馬
場

笹
野

笹
平

宮
の
沢

柏
木
野

出
畑

南
郷

京
岳

下
川
乗

上
川
乗

下
和
田

人
里

西
川
橋

戸
貫
久
保

笛
吹
入
口

森
沢
橋

手
打
前

数
馬
下

浅
間
尾
根
登
山
口

下
平

温
泉
セ
ン
タ
ー

仲
の
平

数
馬

２０２２年１０月 五１０数馬線 【土日祝・１日平均・上下計】（人/日）



 

30 
 

⑬バス停間断面通過人員 【五 18 藤倉線・2019 年】 
武蔵五日市駅付近の通過人員が最も多い。檜原村方面にかけては徐々に減少するが、平日で

は、本宿役場前付近で増加する。払沢の滝入口で大きく減少し、それ以西で徐々に減少する。 

 

 

 

 

注）2019 年 10 月に令和元年東日本台風の影響があったことに留意が必要 

資料）西東京バス資料 

図 バス停間断面通過人員 【五 18 藤倉線】 
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⑭バス停間断面通過人員 【五 18 藤倉線・2022 年】 
武蔵五日市駅付近の通過人員が最も多い。檜原村方面にかけては徐々に減少するが、平日

では本宿役場前付近で増加する。払沢の滝入口で大きく減少しそれ以西で徐々に減少する。 

２月は 2019 年に比べ利用者が少なく、コロナ禍の影響が伺える。一方、10月では 2019 年

よりも利用者が多くなっている。 

 

 

 
資料）西東京バス資料 

図 バス停間断面通過人員 【五 18 藤倉線】 
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２０２２年２月 五１８藤倉線 【平日・１日平均・上下計】（人/日）
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（３）対象区域における地域公共交通の位置づけと役割分担 
対象区域における地域公共交通について、以下に示す通り、各系統の位置づけと役割、確保・

維持策を整理した。 
 

 

※五・五里 12 小岩線は令和６年 10 月から運行予定 

※やまびこ(藤倉線)は今後運行見直し予定 

図 あきる野・檜原地域における地域公共交通の位置づけと役割分担 
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表 あきる野・檜原地域における地域公共交通の位置づけと役割分担 

位置 
づけ 

系統 役割 確保・維持策 

広域 

幹線 

鉄道 JR 五日市線 あきる野市の交流拠点で、地
域内幹線等が集中し交通結
節点である武蔵五日市駅か
ら立川や都心等への広域輸
送を担う。 

交通事業者や関係者と
連携した取組 みによ
り、現状以上の需要を
確保 

地域内 

幹線 

乗合バス 五 10 数馬線 
(五里･五滝 10 含む) 

武蔵五日市駅を発着地とし、
あきる野市西部並びに檜原
村内の主要な地域を連絡す
る。 

地域公共交通確保維持
事業(幹線補助)を活用
し持続可能な運行を目
指す。 乗合バス 五 18 藤倉線 

(五里 18 含む) 

乗合バス 五 12 小岩線※１ 
(五里 12 含む) 

乗合バス 五 14 払沢の滝線 武蔵五日市駅を発着地とし、
あきる野市西部並びに檜原
村内の地域を連絡する。 

交通事業者や関係者と
連携した取組み（住民
の啓発や観光での PR
等）により、現状以上
の観光需要を確保 

支線 乗合バス 五 15/檜 52 
上養沢線 

乗合バス 
( ﾃﾞﾏﾝ ﾄﾞ
ﾊﾞｽ) 

やまびこ※２ 
(笛吹･上平線、神戸
線、泉沢･日向線、
藤倉線) 

檜原村内で路線バスルート
から離れた地域で、最寄りバ
ス停から各地域へ連絡する。 

事業主体と連携し、観
光需要の取り込みによ
る現状以上の需要を確
保 

注）複数市町村にまたがる系統を「幹線（地域内幹線）」、１市町村内の系統を「支線」とした。 

※１ 五 12 小岩線は令和６年 10 月運行予定 

※２ やまびこ(藤倉線)は今後運行見直し予定 

 
位置 
づけ 

系統 役割 

その他 乗合バス 急行 武蔵五日市駅を発着地とし、都民の森へ連絡 

福祉有償運送サービス 
（あきる野市） 

高齢や障がいなどで移動が困難で、公共交通機関等を
利用できない人を対象に、市民の協力を得て病院への
送迎を行う。 

高齢者等外出支援サービス 
（檜原村） 

路線バスやデマンドバスの運行がない地域を対象に、
受診や買い物等移動支援サービスを提供 

地域交通 
（あきる野市） 

交通空白地域の一部（盆堀地区）において、市と地域
住民の協同により運行している。 
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表 あきる野・檜原地域における地域公共交通の位置づけと役割分担（補助対象地域内幹線） 

系統 対象地域における補助事業の必要性 

五 10 数馬線 
（オレンジ系統） 

あきる野市内・檜原村内の都道 33 号線及び都道 206 号線沿いの拠点や主要
な観光スポット、登山口を経由し、数馬まで連絡する。通勤通学、買い物、
通院等の日常生活行動だけでなく、檜原村営デマンドバスへの連絡、観光目
的の主要な移動も担う。 
起終点の武蔵五日市駅では、JR 五日市線等他モードと連絡し、公共交通ネ

ットワークを構築する上で特に重要な役割を担っている。 
一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共

交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。 

五 18 藤倉線 
（青系統） 
五里 18 含む 

あきる野市内・檜原村内の都道 33 号線及び都道 205 号線沿いの拠点や主要
な観光スポット、登山口を経由し、藤倉まで連絡する。通勤通学、買い物、
通院等の日常生活行動だけでなく、檜原村営デマンドバスへの連絡、観光目
的の主要な移動も担う。 
起終点の武蔵五日市駅では、JR 五日市線等他モードと連絡し、公共交通ネ

ットワークを構築する上で特に重要な役割を担っている。 
一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共

交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。 
 

五 12 小岩線 
（緑系統） 
五里１２含む 
 
注)令和 6 年 10 月

から運行予定 

あきる野市内・檜原村内の都道 33 号線及び都道 205 号線沿いの拠点や主要
な観光スポット、登山口及び近年開業した「ひのはらファクトリー」を経由
しながら、集落規模が比較的大きい小岩まで連絡する。通勤通学、買い物、
通院等の日常生活行動だけでなく、檜原村営デマンドバスへの連絡、観光目
的の主要な移動も担う。 
起終点の武蔵五日市駅では、JR 五日市線等他モードと連絡し、公共交通ネ

ットワークを構築する上で特に重要な役割を担っている。 
一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共

交通確保維持事業により運行を確保・維持する必要がある。 
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２−３．地域旅客運送サービスの課題 

2-2.で整理した地域旅客運送サービスの現状に基づき、対象区域における課題を整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・人口減少により沿線住民の需要の見通し
が厳しい中、観光需要の取り込みや貨客混
載など、様々な方策を講じて路線の維持を
図ることが必要である。 

・冬季の観光客は少ないが、ハイカーの利用
では、冬季でもバス利用があるとみられる
こと、「縦走登山」ではマイカーよりもバ
ス利用が適しているなど、ターゲットを定
めた利用喚起を図っていくことが必要で
ある。 

・公共交通の維持のためには、自動車利用者
の公共交通利用への転換、運転免許返納
者・既存利用者へのより一層の利便性向上
のための方策が必要である。また、沿線住
民のマイバス意識を醸成することも必要
である。 

・公共交通の利用促進のため、路線バスと鉄
道との連携が特に重要で、より一層の乗継
利便性の向上が必要である。 

・公共交通は住民の通勤・通学・通院等や観
光の移動手段として重要な社会基盤であ
り、最低限必要な公共交通サービスを維持
していくことが必要 

・バスが主要な移動手段である対象区域に
おいては、路線バスが重要な移動手段であ
り、その維持が必要である。 

・これを実現するための方策を関係者全体
で取り組んでいくことが求められる。 

・山間部にあり観光産業が展開 地 勢 

公共交通
網等 
(鉄道、バ
ス ､ デ マ
ン ド ､ そ
の 他 ､ 貨
客混載) 

人口 

交通流動 
観光客 

・人口減少・高齢化が進行 
・今後も人口減少・高齢化の進

行が予想 

公共交通
需要 
利用特性 

・人口減少で鉄道・路線バスの
利用者数は減少 

・バスは観光･レジャー･登山客
利用が多い。登山口最寄りバ
ス停では冬季の利用もある。 

地域の現状、公共交通の現状、 
上位・関連計画（要約） 公共交通の課題 

上位計画 
関連計画 
( 総 合 計
画 ､ ま ち
づ く り ､
公 共 交
通､観光､
福 祉 ､ 環
境､防災) 

・利用しやすい公共交通、移動
支援、バス路線維持・確保、ラ
ストワンマイルの充実、 利用
増の取組み、住民の協力、新た
な交通システム検討 

・生活中心地等への居住推進等 
・ユニバーサルデザイン配慮、

公共交通利用転換・環境対応
車両導入による地球環境改
善、災害時の地域公共交通の
確保 

・交通空白地域の移動手段として、デマンド
バスの運行の維持、新たな交通モードの検
討が求められる。 

・各方面からのバス路線が集中し運行本数
が多い駅近傍の区間は人口集積が比較的
大きく、沿線需要を取り込む可能性のある
数少ない地域であり、沿線住民の潜在的な
需要を取り込んでいくことが必要である。 

・JR 五日市線が乗り入れ 
・バス路線は武蔵五日市駅を起

点に「五 10・五 18 系統」が
地域間幹線として、住民や観
光の移動手段として重要な社
会基盤に。鉄道との乗継ぎを
考慮したダイヤ 

・檜原村ではデマンドバスによ
り交通空白地域の移動ニーズ
に対応 

・高齢者等の福祉輸送や観光輸
送を実施 

・貨客混載の取組 
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３．基本方針の設定 
地域公共交通の課題を解決するための地域公共交通のあり方に関する基本方針を設定する。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「路線バス」：地域間幹線系統を含むバス路線全てを指す。 

※「地域のニーズ」：交通空白地域における移動ニーズに対応した交通手段（デマンドバス等フィーダー交通）を指す。 

・公共交通は住民の通勤・通学・通院等や観光の移動手段として重要な社会基盤であり、最低
限必要な公共交通サービスを維持していくことが必要 

・バスが主要な移動手段であるあきる野市西部及び檜原村において、路線バスは重要な移動手
段の一つであり、その維持が必要 

・路線バスのより一層の利便性向上のための方策が必要 
・バス路線の運行本数が多い駅近傍の区間は人口集積が比較的大きく、沿線住民の潜在的な需

要を取り込んでいくことが必要 
・ターゲットを定めた観光利用喚起 
・人口減少が今後とも見込まれる中、豊富な観光資源を活かした観光需要の取込や様々な利用

促進、貨客混載など取組を通じた路線の維持が必要 
・交通空白地域の移動手段として、デマンドバスの運行の維持、新たな交通モードの検討が必

要 
・沿線住民のマイバス意識を醸成 

あきる野・檜原地域における地域公共交通の課題 

基本方針 

路線バス及び地域のニーズを軸とした 
地域公共交通サービスの維持・確保 
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４．計画目標の設定 
基本方針に基づき、計画期間内で達成すべき目標を設定するとともに、目標の達成状況を評価

するための指標を設定する。 
 

４−１．計画目標の設定 

 

 

 

 

 

・対象区域は、自動車利用が中心の地域である上に、人口減少が進行しており、路線バスの存続

が危ぶまれている。一方、地域の小・中学生の通学利用、地域住民の通勤利用及び免許返納等

により自動車を運転できない高齢者の買い物や通院利用のための移動手段の確保、また、観光・

登山等の来訪者の移動手段を確保することが必要である。 

・今後とも路線バスの維持・確保に向けて、路線バスの利便性向上施策やモビリティマネジメン

ト等利用促進施策などについて、関係者全体で取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

・対象区域は山間部にあって、集落が散在している特徴を持っている。そのため、幹線道路を走

行する路線バスのバス停から離れた集落も多い。デマンド交通サービスが導入されている地域

もあるが、交通空白地域も存在している。 

・交通空白地域居住者の移動ニーズに対応するため、デマンド交通をはじめ、必要な移動手段を

確保し、維持していく。 

 

 

 

 

 

・対象区域は、多くの自然に恵まれた地域であり、多くの観光客を迎えている。一方、対象区域

は人口減少・高齢化が進行しており、路線バスの維持が厳しい状況にあるため、新たな観光需

要を創出し、移動需要を公共交通の利用促進につなげていく必要がある。 

・新たな観光移動需要を公共交通需要に反映させていくための様々な施策について、関係者が連

携し協働で取り組んでいく。 

②交通空白地域における移動手段の確保 
交通空白地域において、住民の生活維持に必要な移動ニーズに対応した移動手
段について確保・維持していく。 

③観光振興と連携した公共交通の推進 
関係者と連携し、観光需要の創出・取込のための方策を、関係者全体で取り組
んでいく。 

① 路線バス運行の維持・確保 
住民の生活維持及び観光の移動手段として必要な路線バス運行の維持・確保を
実現するための方策を、関係者全体で取り組んでいく。 
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４−２．数値指標及び目標値の設定 

計画目標の達成状況を評価するための数値指標及び目標値を以下の通り設定する。 

 
「目標① 路線バス運行の維持・確保」の達成状況を評価する数値指標と目標値 

数値指標 
データ 

取得方法 

現況値 

（令和４年度）※ 
現況値内訳 

目標値 

(令和 8 年度(2026 年度)) 

エリア内地域公共交
通（幹線・フィーダ
ー）の年間利用者数 

バス事業者・
行政保有の乗
降データ 

292,936 人/年 
（路線バス） 

数馬線  上養沢線 
藤倉線  払沢の滝線 

294,000 人/年 
（路線バス） 

公共交通に係る自治
体の財政負担額 

普通会計決算 
37,989 千円/年 
（路線バス） 

あきる野市 
14,198 千円/年 

檜原村 
23,792 千円/年 

24,000 千円/年 
（路線バス） 

エリア内地域公共交
通（幹線・フィーダ
ー）の収支率 

事 業 者 報 告
書、決算報告
書等の資料 

51.7% 
数馬線  上養沢線 
藤倉線   払沢の滝線 

55.6% 

スクールバスの代替
となる路線バスの便
数 

（往復＝１便） 

自治体・バス
事業者の通学
定期等データ 

学校最寄りバス停 
払沢の滝入口 

9.0 便/日 
五日市高校 

14.0 便/日 

数馬線  5.0 便／平日 
藤倉線  5.0 便／平日 
上養沢線 4.0 便／平日 

学校最寄りバス停 
 払沢の滝入口 

9.0 便/日 
 五日市高校 

14.0 便/日 
路線バス情報のオー
プンデータ化率 

 なし − 100% 

※路線バス年間利用者数・乗降者数は 10 月～9 月の数字で整理 

 
 
「目標② 交通空白地域における移動手段の確保」の達成状況を評価する数値指標と目標値 

数値指標 データ 
取得方法 

現況値 
（令和４年度）※ 現況値内訳 目標値 

(令和 8 年度(2026 年度)) 
エリア内地域公共交通（檜原
村デマンドバス）の年間利用
者数 

バス事業者・行政
保有の乗降データ 

1,116 人/年 − 1,130 人/年 

※路線バス年間利用者数・乗降者数は 10 月～9 月の数字で整理 
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「目標③ 観光振興と連携した公共交通の推進」の達成状況を評価する数値指標と目標値 

数値指標 データ 
取得方法 

現況値 
（令和４年度）※ 現況値内訳 目標値 

(令和 8 年度(2026 年度)) 
エリア内地域公
共交通（幹線・フ
ィーダー）の年間
利用者数 

（再掲） 

バス事業者・
行政保有の乗
降データ 

292,936 人/年 
（路線バス） 

数馬線  上養沢線 
藤倉線  払沢の滝線 

294,000 人/年 
（路線バス） 

観光地最寄バス
停の乗降者数（路
線バス停） 

バス事業者保
有の乗降デー
タ 

99,389 人／年 
払沢の滝入口、小沢、夏地、
数馬、十里木、秋川渓谷瀬
音の湯 

100,400 人／年 

観光利用を主目
的として確保す
る便数 
（往復＝１便） 

バス事業者保
有の乗降デー
タ 

払沢の滝入口 10.0 便/日 
小沢・夏地  各 6.0 便/日 
数馬       6.0 便/日 
十里木     14.0 便/日 
瀬音の湯    1.5 便/日 
注）いずれも土日祝 

− 

払沢の滝入口 10.0 便/日 
小沢・夏地 各 6.0 便/日 
数馬       6.0 便/日 
十里木    14.0 便/日 
瀬音の湯    1.5 便/日 
注）いずれも土日祝 

※路線バス年間利用者数・乗降者数は 10 月～9 月の数字で整理 
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５．目標達成のために実施する施策 

５−１．目標達成のための施策の体系 

目標を達成するために実施する施策の体系を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目標① 路線バス運行の維持・確保 

目標② 交通空白地域における移動手段の確保 

目標③ 観光振興と連携した公共交通の推進 

① 路線バスの利便性向上に資する取組／新たな取組の推進 
施策１ 路線バス利便性向上施策 
施策２ 住民に対する利用促進施策 
施策３ 新たな取組施策 

②交通空白地域における移動手段の確保の取組 
施策４ 檜原村デマンドバス 

③観光振興と連携した公共交通事業の取組 
施策５ 観光客の公共交通利用環境の改善施策 
施策６ 観光客に向けたモビリティ・マネジメント施策 

基
本
方
針 

路
線
バ
ス
及
び
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
軸
と
し
た
地
域
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
確
保 
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５−２．施策の内容 

施策の具体的な内容を以下に示す。 

 

（１）「目標①路線バス運行の維持・確保」を達成するための施策 
目 標 ①路線バス運行の維持・確保 

施 策 

１ 路線バス利便性向上施策 
①ニーズに合わせたダイヤ設定 

・学校の通学時間に合わせたダイヤ設定 
・覚えやすいダイヤ設定（偶数時 30 分発等） など 

内 容 

・小中学校の通学において路線バスが重要な役割を担っている。そのため、学校
の通常の通学時間のほか行事開催時の登下校時刻に合わせたダイヤなど、通学
ニーズに的確に対応したダイヤ設定を行う。 

・武蔵五日市駅出発時を覚えやすい時刻（偶数時 30 分発等）に設定するなど、
できるだけわかりやすく利用しやすいようなダイヤ設定を行う。また、各系統
が集まる武蔵五日市駅〜十里木間においては、乗車機会を増やすため、できる
だけ等間隔となるようなダイヤ設定を行う。 

実施主体 西東京バス 
 

目 標 ①路線バス運行の維持・確保 

施 策 

１ 路線バス利便性向上施策 
②JR 線との円滑な乗り継ぎ連携 

・運行ダイヤ調整 
・遅延時の出発待機など 

内 容 

・公共交通利用時の待ち時間を短縮し移動性を向上するため、武蔵五日市駅にお
けるバスの出発・到着時刻について、道路事情による遅延の可能性も踏まえな
がら、乗り継ぎに便利なダイヤとする。 

・鉄道に遅延が発生した際、バス出発を一時待機するなど、鉄道駅・バス営業所
が連絡を取り合うなど利用者の利便性に資することとする。 

実施主体 JR 東日本、西東京バス 
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目 標 ①路線バス運行の維持・確保 

施 策 
１ 路線バス利便性向上施策 
③交通事業者間の情報連携の推進 

・協議会等における情報共有・意見交換の実施など 

内 容 
・地域に関わる交通事業者が一堂に会し、相互連携による利用促進、課題解決を

図るため、互いの情報を提供、共有する場を定期的に設ける。 
実施主体 あきる野市・檜原村、JR 東日本、西東京バス、タクシー事業者 

 

目 標 ①路線バス運行の維持・確保 

施 策 

１ 路線バス利便性向上施策 
④利用者への交通情報伝達性を向上させるため路線バス情報のオープンデータ

化を推進 
・Google map へ正確な交通情報の掲載など 

内 容 

・公共交通の経路について、インターネットを利用して探索する利用者は非常に
多い。 

・標準的な情報フォーマット（GTFS）に従って作られたデータのオープン化を
推進していく。 

実施主体 西東京バス 
 

目 標 ①路線バス運行の維持・確保 

施 策 

２ 住民に対する利用促進施策 
⑤マイバス意識の醸成のためのモビリティ・マネジメント実施 

１）広報誌等による効果的な呼びかけ 
(住民年間１回利用による収支改善効果の提示、公共交通利用の多面的効果
の発信（環境改善に寄与、マイカー年間維持費削減等)) 

２）免許返納者に対する公共交通利用の PR 及び給付金交付等様々な支援の実
施 

内 容 

・公共交通活性化の取組が交通事業者や行政にとどまらず、住民が自分事として
取り組み、公共交通の役割や存続の意義を再認識してもらうための取組を講じ
ていく。 

・一般的な広報誌等による公共交通利用の呼びかけの際も、住民全員が年に１回
利用することによる増収の度合いや、地球温暖化物質の削減などの効果などを
数字で示すなど、効果的な方法を工夫して周知していく。 

・また、運転免許証返納者等に対し、公共交通利用の呼びかけのほか、給付金等
の支援策の実施・周知を図るなど、効果的な施策を講じる。 

実施主体 
１）あきる野市、檜原村 
２）あきる野市、檜原村、西東京バス 



 

43 

 
目 標 ①路線バス運行の維持・確保 

施 策 
３ 新たな取組施策 
⑥貨客混載事業の継続 

内 容 
・現在、檜原村において、西東京バスとヤマト運輸が連携して実施している貨客

混載事業（「客貨混載バス」）について、今後とも事業を継続する。 
実施主体 西東京バス 

 

 
資料）西東京バス株式会社・ヤマト運輸株式会社プレスリリース 

図 あきる野市・檜原村における貨客混載事業の概要 

 
目 標 ①路線バス運行の維持・確保 

施 策 
３ 新たな取組施策 
⑦環境対応車両の導入 

・ハイブリッド車・EV 車等の導入と環境改善への寄与のアピール 

内 容 
・観光地である対象区域において、環境対応車両導入を推進するとともに、環境

改善への寄与をアピールし利用促進につなげていく。 
実施主体 西東京バス 

 

 
資料）西東京バス HP 

図 西東京バスが導入した EVバス（ラッピング車両） 
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（２）「目標②交通空白地域における移動手段の確保」を達成するための施策 

目 標 ②交通空白地域における移動手段の確保 

施 策 
４ 檜原村デマンドバス 
①住民・観光客に向けた情報発信 

・広報誌等を通じたサービス内容の周知など 

内 容 
・檜原村において、路線バスから離れた地域を対象に村が主体となって運行して

いるデマンドバス「やまびこ」について、住民のみならず観光客に対して、広
報誌等を通じてサービス内容を周知し利用促進を図る。 

実施主体 檜原村 
 

  
資料）檜原村 HP 

図 デマンドバス「やまびこ」車両 
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（３）「目標③観光振興と連携した公共交通の推進」を達成するための施策 

目 標 ③観光振興と連携した公共交通の推進 

施 策 
５ 観光客の公共交通利用環境の改善施策 
①イベント等の開催に合わせたバスの運行 

・イベント等の来場客輸送のためのバスの運行と利用しやすいダイヤ設定 

内 容 
・イベント等の開催時には、来場客の輸送のためのバスの運行を実施している

が、過年度の利用実績を踏まえながら、より利用しやすいダイヤ設定を行い、
引き続き利便性の向上を図っていく。 

実施主体 西東京バス 

 
資料）南沢あじさい山 運営委員会 HP 

図 あきる野市・南沢あじさい山で運行されたシャトルバス｢あじさい号｣の運行概要 

 
目 標 ③観光振興と連携した公共交通の推進 

施 策 
５ 観光客の公共交通利用環境の改善施策 
②行楽シーズンにおける増発便の運行 

内 容 

・紅葉の時期など行楽シーズンにおいては、定期便のほか需要に応じて増発便の
運行を実施しているところであるが、満員での運行もあることから、バス待ち
客の状況を踏まえつつ弾力的に増発を行うなど、引き続き利便性・快適性の向
上を図っていく。 

実施主体 西東京バス 

 図 武蔵五日市駅発都民の森行き急行バス 増発便 
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目 標 ③観光振興と連携した公共交通の推進 

施 策 

５ 観光客の公共交通利用環境の改善施策 
③観光客のマイカー利用抑制のための検討・情報発信 

・地域活性化と連携した施策の検討（パークアンドライド、新たなモビリティ
の導入など） 

・観光シーズン等における道路渋滞の情報発信 

内 容 

・観光シーズン等における道路渋滞緩和のため、公共交通の利用促進、利用の転
換を地域活性化の取組と連携等で推進していく。 

・パークアンドライドや電動キックボード等新たなモビリティの導入検討、これ
らの情報の発信、また週末・観光シーズン・イベント開催時において道路渋滞
が発生することの周知を図るなど、総合的に対応策を講じていく。 

実施主体 あきる野市、檜原村、西東京バス 

 
図 パークアンドライド導入イメージ 

 

目 標 ③観光振興と連携した公共交通の推進 

施 策 
５ 観光客の公共交通利用環境の改善施策 
④交通事業者間の情報連携の推進（再掲） 

・協議会等における情報共有・意見交換の実施など 

内 容 
・地域に関わる交通事業者が一堂に会し、相互連携による利用促進、課題解決を

図るため、互いの情報を提供、共有する場を定期的に設ける。 
実施主体 あきる野市、檜原村、JR 東日本、西東京バス、タクシー事業者 

 

目 標 ③観光振興と連携した公共交通の推進 

施 策 
５ 観光客の公共交通利用環境の改善施策 
⑤多言語対応 

・駅構内案内やバス停における多言語表記など 

内 容 

・訪日外国人等の増加への対応、西多摩地域への来訪促進のため、駅構内の案内
やバス停において、多言語表記を進める。 

・一方、インターネットを通じて多くの情報収集が可能であることを考慮する。 
（海外旅行者が日本を楽しめるよう、過剰な多言語表記とならないような配慮。） 

実施主体 JR 東日本、西東京バス 
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 図 バス停標柱の現状の表記 

 

目 標 ③観光振興と連携した公共交通の推進 

施 策 

６ 観光客に向けたモビリティ・マネジメント施策 
⑥観光客に向けた公共交通利用の PR 

・沿線 PR 施策 
・HP・SNS での発信（行政・会社） 
・イベント実施主体と連携した公共交通利用の PR 
・エリア外都民への PR 

内 容 

・冊子、ホームページ、SNS 等を活用し、より効果的な方法を検討しながら、公
共交通利用の PR を行っていく。 

（PR の実施例） 
・沿線 PR 施策 

⇒観光資源情報を冊子にして無料配布、配布用駅発時刻表にバス停付近の
登山マップを記載 

・HP・SNS 
⇒インスタ・ヤマップ等アプリ等での発信 

・イベント実施主体と連携した公共交通利用の PR 
⇒観光情報発信媒体との連携等 

・エリア外都民への PR 
⇒ラッピングバスのエリア外走行､五日市線以外の JR 車内 PR など 

実施主体 あきる野市、檜原村、JR 東日本、西東京バス 
 

目 標 ③観光振興と連携した公共交通の推進 

施 策 
６ 観光客に向けたモビリティ・マネジメント施策 
⑦公共交通利用の多面的効果の発信 

・環境改善に寄与、観光渋滞の軽減など 

内 容 
・公共交通利用促進とともに環境改善、渋滞軽減のため、観光客をターゲットに

公共交通利用がもたらす効果についてモビリティ･マネジメントを行う。 
実施主体 あきる野市、檜原村、西東京バス 
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５−３．補助系統に係る事業及び実施主体の概要 

補助系統に係る事業及び実施主体の概要を以下に示す。 

 

 

系統 起点 経由地 終点 
事業許
可区分 

運行 
態様 

事業 
主体 

補助事業
の活用 

JR 五日市線 拝島 
 

武蔵五日市 − − JR 
東日本 

なし 

五 10 数馬線 
(五里･五滝 10 含む) 

武 蔵 五 日
市駅 

本 宿 役
場前 

数馬 ４条 
乗合 

路 線 定
期運行 

西東京 
バス 

幹線補助 

五 18 藤倉線 
(五里 18 含む) 
 

武 蔵 五 日
市駅 

本 宿 役
場前 

藤倉 ４条 
乗合 

路 線 定
期運行 

西東京 
バス 

幹線補助 

五 12 小岩線 
(五里 12 含む) 

武 蔵 五 日
市駅 

本 宿 役
場前 

小岩 ４条 
乗合 

路 線 定
期運行 

西東京 
バス 

幹線補助 

五 15/檜 52 
上養沢線 

武 蔵 五 日
市駅 

十里木 上養沢 ４条 
乗合 

路 線 定
期運行 

西東京 
バス 

なし 

五 14 払沢の滝線 武 蔵 五 日
市駅 

本 宿 役
場前 

払 沢 の 滝 入
口 

４条 
乗合 

路 線 定
期運行 

西東京 
バス 

なし 

や
ま
び
こ 

笛吹･上平線 人 里 バ ス
停 

 
笛吹芝下 ４条 

乗合 
路 線 定
期運行 

檜原村 
(運行は
交 通 事
業 者 に
委託) 

なし 

神戸線 郷 土 資 料
館バス停 

 
神戸園入口 

泉沢･日向線 檜 原 村 役
場前 

 
和 田 向 バ ス
停 
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【コラム】 こどもアンケート 

将来にわたって公共交通を地域で支え育てていくためには、未来を担うこどもたちにも地

域の公共交通について広く知ってもらい、こどもたちの意見やアイデアを参考に、今後の取

組を考えていくことが重要である。このため、小学生及び中学生に地域の公共交通について

意見の募集を行い、小学生 458 名、中学生 230 名より回答をいただいた。 

 

小学生（低学年）では、「あなたが のりたいと おもう バスを おしえてください。」とい

う設問に対して、高齢者や障害者の乗りやすさへの配慮が伺える。その他自由記述意見で

は、車両や車内設備の工夫・改善に関する意見が目立った。 

 

小学生（高学年）と中学生では、「あなたのまちを走るバスについて、将来、どのようなバ

スになってほしいですか？」という設問に対して、小学生（高学年）からは障害者や外国人

への配慮や自動運転など、中学生からは障害者や外国人への配慮やバスの移動しやすさなど

への関心の高さが伺える。その他自由記述意見では、小学生（高学年）は運行間隔や料金、

車内設備の改善、中学生は運行間隔や車内設備等改善に関する意見が目立った。 

  

   

小
学
生(

高
学
年) 

中
学
生 
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６．計画の達成状況の評価 

６−１．計画の推進体制 

・計画の推進及び進捗状況の管理は、あきる野・檜原地域公共交通活性化協議会が行う。 

・本協議会では、ＰＤＣＡサイクルに基づき、次回見直し時に計画の達成状況を把握・評価し、

計画が適正に実施されるよう関係機関との調整を行う。 

 

【計画の推進体制】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

６−２．計画の評価・検証 

各施策及び補助事業について、関係者等の協議の場において、施策等の具体化、モニタリング・

進捗状況の確認及び施策等見直しを行う。また、本計画の見直し時に、施策及び補助事業の評価

を行い、評価結果を踏まえて目標値の修正・施策の改善等を検討する。 

 

【ＰＤＣＡサイクルに基づく計画の達成状況の評価】 

第四四半期第三四半期第二四半期第一四半期
法定協議会開催

補助事業に伴う手続き

P（見直しに伴う施策
等の改訂、施策・補
助事業の具体化）

D（施策・補助事業の
実施）

C（モニタリング・進
捗状況の確認）

A（次年度実施施策・
補助事業の見直し）

★ ★
● ●
計画認定申請 補助金二次評価
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【参考資料】こどもアンケートの実施 

１．アンケート調査概要 
（１）アンケート調査実施概要 

今後の地域公共交通の主たる利用者として期待される子供たちへ、地域公共交通に対する意

識などを把握するためアンケート調査を実施した。 

 

 対象校 

あきる野市：五日市中学校、五日市小学校 

檜 原 村：檜原中学校、檜原小学校 

 

 調査期間 

令和 6 年 1 月に実施した。 

 

 調査対象者・調査内容 

小学生は低学年（1～3 年）と高学年（4～6 年）、及び中学生を対象に、それぞれに調査内容を

設定した。 

調査内容としては、バスの認知度、利用状況、将来像などを設定した。 

 

 

（２）アンケート回収結果 
アンケートは配布した全校から回答があり、回収票数は次表に示すとおりである。 

 

表 アンケート回収結果 

 あきる野市 檜原村 合計 

小学校 低学年 202 26 228 

小学校 高学年 199 31 230 

中学校 205 25 230 
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２．アンケート結果 

２−１．小学生（低学年） 

（１）バスの認知度 
多くの小学生（低学年）が自分たちの地域を走行するバスを知っており、檜原村では 100％と

なっている。 

質問文：「あなたの まちを はしっている バスをしっていますか？」 

 

（地域合計）       （あきる野市）        （檜原村） 

図 バスの認知度 

 

（２）バスの利用頻度 

通学でバスを利用している檜原村での利用頻度が高くなっている。一方、あきる野市では約

80.6％は「ほとんどつかわない」と回答している。 

質問文：「あなたは バスに どれくらい のりますか？」 

 

（地域合計）       （あきる野市）        （檜原村） 

図 バスの利用頻度 

  

95.3%

4.7%

知っている 知らない

(n=224)

96.0%

4.0%

知っている 知らない

(n=198)

100.0%

知っている 知らない

(n=26)

15.5%

4.7%

10.5%69.4%

だいたいまいにちつかう
1週間に1.2かいつかう
1か月に1.2かいつかう
ほとんどつかわない

(n=227)

5.0% 4.5%

10.0%

80.6%

だいたいまいにちつかう
1週間に1.2かいつかう
1か月に1.2かいつかう
ほとんどつかわない

(n=201)

88.5%

3.8%
7.7%

だいたいまいにちつかう
1週間に1.2かいつかう
1か月に1.2かいつかう
ほとんどつかわない

(n=26)
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（３）バスの乗車方法の認知度 
バスの乗車方法の認知度は高く、檜原村では 100％となっている。 

質問文：「あなたは バスの のり方を しっていますか？」 

 

（地域合計）       （あきる野市）       （檜原村） 

図 バスの乗車方法の認知度 

 

（４）のりたいと思うバス 

あきる野市では高齢者・障害者などにとって乗りやすいバス、檜原村では高齢者・障害者など

にとって乗りやすいバスと、「こどもがあんぜんにのれるバス」が最も多くなっている。 

質問文：「あなたが のりたいと おもう バスを おしえてください。」 

 

 

 

 

図 のりたいと思うバス  

78.2%

21.8%

しっている しらない

(n=227)

75.6%

24.4%

しっている しらない

(n=201)

100.0%

しっている しらない

(n=26)

8.4% 19.8% 43.2% 28.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

じどうでうんてんするバス

そらをとぶバス

おとしよりやしょうがいがあるひとなど、だれにとってものりやすいバス

こどもがあんぜんにのれるバス

乗りたいと思うバス ｎ＝227

8.0% 18.9% 44.8% 28.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

じどうでうんてんするバス

そらをとぶバス

おとしよりやしょうがいがあるひとなど、だれにとってものりやすいバス

こどもがあんぜんにのれるバス

乗りたいと思うバス ｎ＝201

11.5% 26.9% 30.8% 30.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

じどうでうんてんするバス

そらをとぶバス

おとしよりやしょうがいがあるひとなど、だれにとってものりやすいバス

こどもがあんぜんにのれるバス

乗りたいと思うバス ｎ＝26

（地域合計） 

 

 

 

 

 

（あきる野市） 

 

 

 

 

 

（檜原村） 
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（５）自由回答 
様々な意見や要望など、計 45 件の記載があった。 

車両や車内設備に関する記載が比較的多くなっている。 

 

表 自由回答（小学生（低学年）） 

項目 市町村名 票数 項目計

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

バス停 あきる野市 1 1

あきる野市 1

2

おそくまで、はしってほしい。 あきる野市

バスをおそ～～くしてください。 あきる野市

3

おとしよりや子どもやしょうがいがあるひとなど、だれ

にとってものりやすいバス
あきる野市

あめでものりやすいバス。 あきる野市

みんながたのしくのれるようなバス。 あきる野市

4

こどもがあんぜんにのれるバスがほしい。 あきる野市

だれもがけがをしないで、えがおでおりれるように。 あきる野市

みんながもっとあんしんして楽しくのれるバス。 あきる野市

こどもがあんぜんにのれるバスがほしい。 あきる野市

料金 あきる野市 1 1

あきる野市 1

あきる野市 1

3

おっきいバスがいい。 あきる野市

もうちょっとでかくしてほしい。 あきる野市

ひろいバスにのりたい。 あきる野市

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

3

ねれるバスです。 あきる野市

ねっころがれるバス。 あきる野市

とまれるバス。 あきる野市

2

まどがきたないから、きれいにしてほしい。 あきる野市

バスをきれいにしてください。 あきる野市

3

バスにはのったことが、のりたいです。 あきる野市

バスにのったことがないから、バスにのりたいです。 あきる野市

バスにのりたい。 あきる野市

3

こどもをのせて、あんぜんにうんてんしてくれてありが

とうございます。
あきる野市

これから、いろんな人をのせてがんばって走ってくださ
い。

あきる野市

いつもあんぜんうんてんありがとう。 あきる野市

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

乗降

乗降のしやすさ

7
安全・安心

意見・要望

運行ルート

おんせんに、いくバスがいい。

4
ハイキングに、いくバスがあればいいです。

せまい所でも行けるバス。

ちばまでいくバス。

どこにいても、のらせてくれるバス。

運行間隔

1時間に１本しかないので、もっとふやしてほしい。

3
最終バス

8

バスがぜんしん、ふうせんのバスがいい。

車両を大きく

ポケモンのバス。

かっこいいバス。

ダイヤモンドのバス。

たべものがたべられるバス。

寝れる

おとしよりやしょうがいのあるひとは無料。

車両

ユニコーンの、つのがついてるバス。

清掃

その他

バス乗車意向

9

感謝等

バスのなかでは、けいたいをみていいですか？

一年にのるかどうかです。

走っているとき、バスのうんてん手さんに手をふってもらいたい

車内設備等

ビデオがみれるバスがいい。

12

あそべるバスがいいです。

ＵＳＢがついているバス。

テレビがでてくるバスがいい。

バスでのみものやおかしをかってみたい。

バス中でゲームをしたべたい。
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２−２．小学生（高学年） 

（１）バスの認知度 
多くが自分たちの地域を走行するバスを知っており、ほぼ 100％の認知度となっている。 

質問文：「あなたの まちを 走っている バスを 知っていますか？」 

   
（地域合計）       （あきる野市）       （檜原村） 

図 バスの認知度 

（２）バスの利用頻度 
通学でバスを利用する檜原村で利用頻度が高くなっている。 

質問文：「あなたは、まちを走るバスを どのくらい使いますか？」 

 

（地域合計）       （あきる野市）       （檜原村） 

図 バスの利用頻度 

（３）バスの乗車方法の認知度 
バスの乗車方法の認知度は高く、檜原村では 90％以上となっている。 

質問文：「あなたは バスの一般的な乗り方を しっていますか？」 

   
（地域合計）       （あきる野市）       （檜原村） 

図 バスの乗車方法の認知度 

99.2%

0.8%

知っている 知らない

(n=229)

99.0%

1.0%

知っている 知らない

(n=198)

100.0%

知っている 知らない

(n=31)

17.2%

3.9%

7.0%
71.9%

だいたい毎日使う
1週間に1.2回使う
1か月に1.2回使う
ほとんど使わない

(n=230)

1.0% 3.5%
9.0%

86.4%

だいたい毎日使う
1週間に1.2回使う
1か月に1.2回使う
ほとんど使わない

(n=199)

87.1%

3.2%
9.7%

だいたい毎日使う
1週間に1.2回使う
1か月に1.2回使う
ほとんど使わない

(n=31)

77.7%

22.3%

知っている 知らない

(n=230)

72.9%

27.1%

知っている 知らない

(n=199)

96.8%

3.2%

知っている 知らない

(n=31)
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（４）バスの将来像 （複数回答） 
障害者・外国人などにとって乗りやすいバスの回答が最も多い。 

質問文：「あなたのまちを走るバスについて、将来、どのようなバスになってほしいですか？」 

 

 

（地域合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（あきる野市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（檜原村） 

 

 

 

 

 

 

図 バスの将来像 

  

43.0%

25.7%

28.3%

57.0%

22.6%

31.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自動運転バスや空飛ぶバスで移動できる

スマートフォンなどで、バスの使い方が簡単にわかり、

運賃も払えるようになっている

バスが時刻表どおりにきて、快適に移動できる

障害がある人や外国の人など、誰にとっても使いやすく

なっている

みんながバスを大切に思って、たくさんに利用している

バス停が増えて、バスで移動しやすくなっている

バスの将来像 回答者数＝230人

42.2%

25.1%

26.6%

56.8%

23.1%

34.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自動運転バスや空飛ぶバスで移動できる

スマートフォンなどで、バスの使い方が簡単にわかり、

運賃も払えるようになっている

バスが時刻表どおりにきて、快適に移動できる

障害がある人や外国の人など、誰にとっても使いやすく

なっている

みんながバスを大切に思って、たくさんに利用している

バス停が増えて、バスで移動しやすくなっている

バスの将来像 回答者数＝199人

48.4%

29.0%

38.7%

58.1%

19.4%

16.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自動運転バスや空飛ぶバスで移動できる

スマートフォンなどで、バスの使い方が簡単にわかり、

運賃も払えるようになっている

バスが時刻表どおりにきて、快適に移動できる

障害がある人や外国の人など、誰にとっても使いやすく

なっている

みんながバスを大切に思って、たくさんに利用している

バス停が増えて、バスで移動しやすくなっている

バスの将来像 回答者数＝31人
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（５）自由回答 
様々な意見や要望など、計 66 件の記載があった。 

運行間隔、料金、車内設備等に関する記載が比較的多くなっている。 

 

表 自由回答（小学生（高学年）） 

 

市町村名 票数 項目計
あきる野市 1
あきる野市 1
あきる野市 1
あきる野市 1
檜原村 1

いなかにもバス停を増やし、みんな利用できるようにする。 あきる野市
バス停きが無いところに、たくさんバス停を作ってほしい。 あきる野市
バスの本数をふやしてほしいです。 あきる野市
バスの数を増やしてほしい。 あきる野市
南バスを増やしてほしい。 檜原村
数馬行きのバスの本数をふやしてほしい。 檜原村
バスの本数をふやしてほしい。 檜原村
数馬行きのバスは小学校に14時にきてほしい！できれば17時のバスも。 檜原村
バスをはやくしてほしい。 檜原村
数馬～小学校前の14時と17時のバスがほしい。 檜原村
はやく学校にくるバスがほしい。バスがはやくきてほしい。 檜原村
数馬行きと藤倉行きと五日市行きを同じ時間にしてほしい。 檜原村

乗りやすい。 あきる野市 1
背がちいさい人ものれるバスにしてほしい。 あきる野市 1

げき安の料金 あきる野市
子どもが、む料で乗りほうだいがいいです。 あきる野市
学校の日はバスを子どもだけむりょうにしてほしい。 あきる野市
小学生以下、月1,000円乗りほうだい。 あきる野市
月1,000円以内で中学生以下はのりほうだいのプラン。 あきる野市
1,000円で一か月子ども(小学生)乗りほうだい。 あきる野市
1月1,000円バス乗りほうだい。 あきる野市
1月1,000円でのりたいほうだい。 あきる野市
子どもは月1,000円で乗りほうだいにしてほしい。 あきる野市
小学生、中学生は月1,000円はらえばのりおりできる。 あきる野市
1か月1,000円。 あきる野市
子ども10人以下まで1,000円でのれるバスがいい。 あきる野市
1回のったらスタンプ1こもらえて10回のったら1日むりょうでのれる。 あきる野市
トイレつけてほしいです。バス大好きです。 あきる野市
バスにトイレがあるとか…ですかね。 あきる野市
トイレが付いているバス。 あきる野市
ゆうせん席をふやす。 あきる野市
バスでもゆうせん席があるといいと思います。 あきる野市
子ども用の席があったらいいと思う。いつもおつかれ様です。 あきる野市

座席・設備等
高いところ(一番前の)に子どもだけで乗れるようにしてほしい。バスに人がたく
さん乗っていて、そこだけ空いていて乗れなかったら、かわいそうでしょう。

檜原村 1

もうちょっと広くなればうれしい。 あきる野市
もっと広くしてほしい。 あきる野市
バスの中を広くしてほしい。 あきる野市
広くてみんながすわれるバス。 あきる野市

子ども料金をバス時刻のホームページにかいてほしい(かいてあったらすみません)。 あきる野市 1
中であそべるバスがいいです。 あきる野市
バスの中に子どもがあそべるバス。 あきる野市
たべものを、たべる。 あきる野市
バスの中に自動はんばい機がある。 あきる野市

車内美化 乗車券やゴミをすてるのをやめてほしい。 檜原村 1
ゆれずらいバス(よわない) あきる野市
障害のある人や外国の人用のバスがあれば良いなと思います。 あきる野市
自動うんてんバスやＥＶバスでいどうできる。 あきる野市
よくバスを利用させてもらっていて快適です。 あきる野市
みんなのために安全に運転してくれてありがとうございます。 あきる野市
みんなのために安全うん転、ありがとうございます。 あきる野市
いつも安全運転ありがとうございます。 あきる野市
運転手さんがやさしい。 檜原村
毎日ありがとうございます。がんばってください。 檜原村
もっとみんながつかってほしい。 あきる野市
みんなが大切につかってほしいです。 あきる野市
みんながバスを大切に思って利用する。 あきる野市

あきる野市 1
あきる野市 1
あきる野市 1
あきる野市 1
檜原村 1

3

3

4

2

2

3

6

車両

感謝

利用促進

2

5

5

3

8

2

3

運転手さんが静かに運転してほしい(案内はOK)

バス停を増やす

バスの本数増

運行ダイヤ

無料など

乗り放題

その他割引

トイレ

優先席

広い車内

運行 3

その他 14

バスはなくさないでほしい。
バスで月面旅行に行けたらいいな。
バスだいすきです。
たのしいバスにしたい。

車内設備等 17

あそべる

飲食

乗降 2

料金 13

バス停 2

運行間隔 10

意見・要望

運行ルート

自分の町から直で都会に行けるようにしたいです。

5
学校まで送ってくれるバス。
いえまで乗っていきたい。こずくえまで。
バスに乗る区間も増やしてほしい。
全てのバスを「やすらぎの里」行きにしてほしい。
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２−３．中学生 

（１）バスの認知度 
多くの中学生が自分たちの地域を走行するバスを知っており、ほぼ 100％の認知度となってい

る。 

質問文：「あなたのまちを走るバスを知っていますか？」 

 

（地域合計）       （あきる野市）      （檜原村） 

図 バスの認知度  

 
（２）バスの利用頻度 

通学でバスを利用する檜原村で利用頻度が高くなっている。一方、あきる野市では 63.4％が

「ほとんど使わない」と回答している。 

質問文：「あなたは、まちを走るバスをどのくらい使いますか？」 

 

（地域合計）        （あきる野市）       （檜原村） 

図 バスの利用頻度 

99.1%

0.9%

知っている 知らない

(n=227)

99.0%

1.0%

知っている 知らない

(n=202)

100.0%

知っている 知らない

(n=25)

13.5%

10.4%

19.6%

56.5%

ほぼ毎日使う
1か月に数回使う
1年に数回使う
ほとんど使わない

(n=230)

3.4%

11.2%

22.0%

63.4%

ほぼ毎日使う
1か月に数回使う
1年に数回使う
ほとんど使わない

(n=205)

96.0%

4.0%

ほぼ毎日使う
1か月に数回使う
1年に数回使う
ほとんど使わない

(n=25)
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（３）バスの利用目的 （複数回答） 
バスを「ほとんど使わない」を除くと、あきる野市では「遊びに行くとき」、檜原村では通学

や習い事を目的とした利用が最も多くなっている。 

質問文：「あなたはどのようなときにまちを走るバスを使いますか？」 

 

（地域合計） 

 

 

 

 

 

（あきる野市） 

 

 

 

 

 

 

（檜原村） 

 

 

 

 

図 バスの利用目的 

 
（４）バスの乗車方法の認知度 

バスの乗車方法の認知度は高く、檜原村では 100％となっている。 

質問文：「あなたはバスの一般的な乗り方をしっていますか？」 

 

（地域合計）      （あきる野市）       （檜原村） 

図 バスの乗車方法の認知度   

92.6%

7.4%

知っている 知らない

(n=230)

91.7%

8.3%

知っている 知らない

(n=205)

100.0%

知っている 知らない

(n=25)

21.3%

10.9%

20.9%

60.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通学のとき、学習塾・習い事へ行くとき

買い物や通院など、日常生活のため

遊びに行くとき

ほとんど使わない

バスの利用目的 回答者数＝230人

12.2%

12.2%

15.6%

67.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通学のとき、学習塾・習い事へ行くとき

買い物や通院など、日常生活のため

遊びに行くとき

ほとんど使わない

バスの利用目的 回答者数＝205人

96.0%

0.0%

64.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通学のとき、学習塾・習い事へ行くとき

買い物や通院など、日常生活のため

遊びに行くとき

ほとんど使わない

バスの利用目的 回答者数＝25人
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（５）バスを利用するための取組 （複数回答） 
バスをより利用するための取組として、便数やルートを増やすこと、低廉な運賃の回答割合が

比較的高くなっている。 

質問文：「あきる野・檜原地域公共交通計画」では、まちを走るバスがより利用されるよう

な取組ついて検討しています。どのような取組をすれば、あなたがよりバスを利用

すると思いますか？」 

 

（地域合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（あきる野市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（檜原村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 バスの利用のための取組 

  

15.2%

57.4%

44.8%

10.0%

16.5%

33.5%

21.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

これからの公共交通について、皆で一緒に考

える

バスの便数や運行ルートを増やす

公共交通の運賃を下げる

公共交通のサブスクリプションサービス(一定

期間使い放題のサービス)を作る

公共交通が地球環境に優しいことをアピール

する

バリアフリー化や多言語対応を進めるなど、

誰にとってもバスを使いやすくする

SNSなども活用し、バスの運行情報を積極的に

発信する

バス利用のための取組 回答者数＝230

15.1%

55.1%

43.4%

10.7%

16.6%

34.1%

23.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

これからの公共交通について、皆で一緒に考

える

バスの便数や運行ルートを増やす

公共交通の運賃を下げる

公共交通のサブスクリプションサービス(一定

期間使い放題のサービス)を作る

公共交通が地球環境に優しいことをアピール

する

バリアフリー化や多言語対応を進めるなど、

誰にとってもバスを使いやすくする

SNSなども活用し、バスの運行情報を積極的に

発信する

バス利用のための取組 回答者数＝205人

16.0%

76.0%

56.0%

4.0%

16.0%

28.0%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

これからの公共交通について、皆で一緒に考

える

バスの便数や運行ルートを増やす

公共交通の運賃を下げる

公共交通のサブスクリプションサービス(一定

期間使い放題のサービス)を作る

公共交通が地球環境に優しいことをアピール

する

バリアフリー化や多言語対応を進めるなど、

誰にとってもバスを使いやすくする

SNSなども活用し、バスの運行情報を積極的に

発信する

バス利用のための取組 回答者数＝25人
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（６）バスの将来像 （複数回答） 
バス停増設によって移動しやすいことと、障害者や外国人などが利用しやすいことの回答が

多くなっている。 

質問文：「あなたのまちを走るバスについて、将来、どのようなバスになってほしいです

か？」 

 

 

（地域合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（あきる野市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（檜原村） 

 

 

 

 

 

 

 

図 バスの将来像  
 
 
 

48.7%

23.5%

51.3%

24.8%

33.5%

19.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

バス停が増えて、バスで移動しやすくなって

いる

みんなが電車やバスを大切に思って、積極的

に利用している

障害がある人や外国の人など、誰にとっても

使いやすくなっている

バスが時刻表どおりにきて、快適に移動でき

る

スマートフォンなどで、バスの運行情報が簡

単にわかり、電子決済(ペイペイなど)がで…

自動運転バスや空飛ぶバスで移動できるよう

になっている

バスの将来像 回答者数＝230人

47.3%

22.0%

50.7%

24.4%

33.7%

21.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

バス停が増えて、バスで移動しやすくなって

いる

みんなが電車やバスを大切に思って、積極的

に利用している

障害がある人や外国の人など、誰にとっても

使いやすくなっている

バスが時刻表どおりにきて、快適に移動でき

る

スマートフォンなどで、バスの運行情報が簡

単にわかり、電子決済(ペイペイなど)がで…

自動運転バスや空飛ぶバスで移動できるよう

になっている

バスの将来像 回答者数＝205人

60.0%

36.0%

56.0%

28.0%

32.0%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

バス停が増えて、バスで移動しやすくなって

いる

みんなが電車やバスを大切に思って、積極的

に利用している

障害がある人や外国の人など、誰にとっても

使いやすくなっている

バスが時刻表どおりにきて、快適に移動でき

る

スマートフォンなどで、バスの運行情報が簡

単にわかり、電子決済(ペイペイなど)がで…

自動運転バスや空飛ぶバスで移動できるよう

になっている

バスの将来像 回答者数＝25人
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（７）自由回答 

様々な意見や要望など、計 24 件の記載があった。 

運行間隔や車内設備等に関する記載が比較的多くなっている。 

 

表 自由回答（中学生） 

 

 

項目 市町村名 票数 項目計

あきる野市 1

あきる野市 1

バスの本数増 5

便数を増やして欲しい。 あきる野市

バスの本数が少ない。 あきる野市

数馬方面の便数をもっと増やして欲しい。 檜原村

西東京バス檜原ルートの便数を増やして下さい。 檜原村

もう少し便数を増やして欲しいです。 檜原村

1

あきる野市

2

もう少し安くして下さい！ あきる野市

運賃を安くして下さい。塾に行ったら往復1,000円かかっ
てしまいます。

檜原村

あきる野市 1

あきる野市 1

2

バス内の席が使いやすいような工夫や誰が何人乗っても
大丈夫な工夫があるとよいと思います。

あきる野市

席の量を増やして欲しい。 あきる野市

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

檜原村 1

運行 あきる野市 1 1

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

あきる野市 1

5

いつも安全運転ありがとうございます。

バスを使わせてもらっている時、バスの中はとても快適です。い
つもありがとうございます。
バスが街を走るから。

あまりバスを使わないけど、すごく便利でいいと思う。

もう少し時刻表どおりにして欲しいです。

料金

運賃

その他

期待します。

4

おつりが出るようにして欲しい。

後払いではなく、料金を一律にして乗る際に支払うシステムにし
て欲しい。

車内設備等

座席

6

便利だけど、あまり機械を増やさないで欲しいです。高齢者にも
分かりやすいようにするため。機械などを増やさず今のままが良
いと思います。
募金箱を作って、災害とかで困っている所に寄付する。

自分も初めて乗ったとき分からなかったのだけど、前にモニター
があるじゃないですか、あれの運賃が書いてあるやつの意味が分
からなかった。
たまにバス停がすぎた後も前のバス停の名前になっていることが
ある。

運行間隔 5

車両設備等 1
自然に優しいバス

環境への配慮

意見・要望

運行ルート
つるつる温泉行きのバスが復活して欲しい。

2駅から近場の遊園地など行けるような、観光できていい感じにし
て欲しい。


